第2891号　　　2008年2月3日                                                  　　　　教会年間聖句
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたしはぶどうの木で、あなた方は枝です。人　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がわたしにとどまり、わたしもその人の中にと　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どまっているなら、そういう人は多くの実を結　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びます。わたしを離れては、あなた方は何もす　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ることができないからです。　ヨハネ１５：５
　　                                       　　古い世界と新しい世界   　創世記　１：１－３１　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨハネ　３：３－６
行く年、来る年、年末年始にかけて人々は時の流れに思いをはせます。人生の旅路の行程、過去への回顧、現在の状況、そして未来への展望、年齢差や置かれた環境によって様々でしょう。主が一人ひとりに与えた人生の目的をわきまえた上で、主の導きを仰ぎつつヴィジョンをもつことは大切です。
１．古びていく世界

この世のものは移り変わり、新しいものも古びていきます。私たち一人ひとりの人生においても、同じようなことがいえるでしょう。人は生まれて新生児と呼ばれ、幼年、少年、青年へと成長していき、壮年、老年となり、そして人生の旅路を終えます。いかなる人にも、１年１年平等に、好むと好まざるに関わらず確実に年を取ります。このことだけを考えるなら、索漠とした思いになるでしょう。しかし、永遠の世界に心を向けるなら、事態は好転して、古びていかない永遠に新しい世界に希望をつなぐことができます（エペソ3:10-12）。
２．神のわざによる創造
「初めに、神が天と地を創造した。」と、聖書はこの宣言から始まっています。この最初の一句に感動して、クリスチャン信仰へと導かれた多くの方々がいます。聖書は、神の本質と行動の独自性と完璧さを示して、神御自身を紹介しています。「天は神の栄光を語り告げ、大空は御手のわざを告げ知らせる。」(詩19:1)とあるように、 神の霊
感によって書かれた神の言葉である聖書は、神御自身の神聖と創造の力とを明らかにして、私たち人間に語りかけています。創世記１章には、人間を含めて天地創造のわざが記されています。「地は形がなく、何もなかった。やみが大いなる水の上にあり、神の霊は水の上を動いていた。」(創1:2)。無から有を起こし、形成する創造過程は、神だ
けができるわざで、天使も、人間も、また如何なるものもこの行動に参与できない場面です。やがて私たち人間が活躍できるようにと、神は天と地の設計と創造のわざをされ、人間を神のかたちに創造されました(創1:27)。人間は、神と交わることができる光栄ある存在として、創造されました。驚くべきことには、天地創造にも、人間の創造に
も、神の霊が働いていたことです(創2:7)。人間は霊的に生きるものとして、神との正しい関係の下に、他の生き物

を治め、自然界と調和をとることができるように、私たち人間がまだ存在しないうちから、神の側で人生計画をなさいました。神によって男性と女性に創造された人間は、神との正しい関係の下にお互いに助け合っていくようにと、創造の冠といえるほど尊い存在としてされたのです。「そのようにして神はお造りになったすべてのものをご覧になった。見よ。それは非常によかった。・・・」(創1:31)とあるように、完璧な創造でした。しかし、人間が犯した罪によって苦しみと死が入り、自然界にも狂いが生じ、神の栄光をあらわすことができなくなり、滅びに向かいました(ローマ5:12;8:19-20)。新しいものから、古いものへと変わっていき、朽ちるものとなりました。人生における悩み、苦しみ、不安、失望、無気力、病気、死、様々な災いは、もともと人間が犯した罪から来ています。神のわざによる再創造によって、新しく造り変えられるが必要が生じました。
３.　神のわざによる再創造　
神は御自身の御言葉と御手のわざによって天と地を創造し、治められましたが、罪によって損ねたものを再創造して新しくするためには、莫大な代価がかかりました。人間の犯した罪の負債を帳消しするためには、如何なる人間の高徳を積んでも足りるものではなく神の最愛の独り子、キリストの血の代価の支払いが必要でした。イエス・キリストは律法に詳しくユダヤ人の指導者であるニコデモに、「人は、新しく生まれなければ、神の国を見ることはできません。」とおっしゃいました。新しく生まれるとは、肉体的新生ではなく、また人間的決心による人生の再出発でもありません。自分のうちにある罪による古い人がキリストと共に死んで、キリストと共に生きることによって、新しく造り変えていただくことです。キリストの死と復活は、人間を含めた全被造物の復活-再創造の初穂となりました(ローマ8:16-21;黙示録21:1)。
１年の計、人生計画の大切さと共に、朝ごとに神の御前に出て祈り、御言葉を心に蓄え、日々の生活の中に神の御心をなしていくことが大切で、神の力によって内なるものが日々新たにされていきます。
「誰でもキリストのうちにあるなら、その人は新しく造られた者です。古いものは過ぎ去って、見よ、全てが新しくなりました。」(IIコリント5:17)。使徒パウロが確信をもって発した、勝利と喜びの言葉です。　＜鈴木光夫＞
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